















































緯 度 分，東経 度周辺に黒い領域が明瞭に認められる．この黒い部分が，白く見え
る周囲の海域よりも高温な状態にある開水面または疎氷域，つまりポリニア域である．第
次隊の越冬期間中の 年 月から 年 月までについて，ポリニア域周辺の海氷
分布を図 に示す．ポリニアの形状や面積は，海氷の成長や融解，氷盤の漂流によって時
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度はそれぞれ± °，± である．この 観測装置は， - 年の第 次隊及
び第 次隊越冬期間中に使用したもの（牛尾ら， ）と同一である．
衛星画像に基づいて，観測対象海域内で南緯 度 分，東経 度 分を観測定点に
決め，セスナ機による航空機オペレーション実施の際の飛行目標とした．この定点はポリ
ニア内の開水面領域の南東に相当し，昭和基地から最も近い地点である．第 次隊越冬期
間中，計 回のフライトで計 個の水温プロファイルデータを取得した（表 ）．各観測は
同一地点で 本のセンサー投下によって行った．この内， 月 日の観測では， 本目の
センサー投下直後に 本目のセンサー信号が再び受信され，混信状態が長時間持続したた
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南極リーセル・ラルセン半島沖のポリニアの水温構造
度 分，東経 度 分付近に形成されるポリニア（通称，大利根水路）において同様の
観測を各 回行い，リーセル・ラルセン半島沖ポリニアの特徴と比較した．
水温プロファイルの計測地点を図 に示す．図 ，図 の衛星画像と海底地形図（
に基づく）とを照らし合わせると，ポリニアの形成海域は大陸棚










図 による水温プロファイル測定地点 ● リーセル・ラルセン半島沖ポリニア ▲ 大利
根水路 海底地形は （ ）に基づく
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図 航空機から撮影したポリニア域 ⒜形成が確認されたポリニア（ 年 月 日）⒝沖出
しの風で新成氷が吹き流され 筋状に集積している様子（ 年 月 日)⒞開水面から













ファイルの例を図 に示す． 月と 月の秋季は，表層の冷却が進行し，?一化に向かいな
がら徐々に深まっている．これは大気冷却と海氷生成による塩排出の結果，対流混合が活






冬明けの 月と 月には，混合層は水温－ -－ °となり，厳寒期の状態よりやや昇
温している．混合層の深さは約 で， 月の時点よりも浅くなり，水温躍層の下にある




較したものを図 に示す．月の対流混合層の深さは， ， 共に約 に達している．
水温躍層の下にある深層水の水温は の方が低く，°未満である． 月には，前述した
ように の混合層の深さは約 に減少しているが， においては 月よりも混合
層が深まり，約 になっている．また，この ヵ月間で の混合層全体の水温が -
°上昇していることから，深層水上部の対流混合層への取り込み（ ）が生じ
























図 リーセル・ラルセン半島沖ポリニア（実線 ）と大利根水路（破線 ）との水温プロファ
イルの比較 ⒜ 月 日 ⒝ 月 日
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成因のさらなる?察に有益であろう．
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